
北
い
わ
て
は

武
士
（
も
の
の
ふ
）の
舞
台
。

九
戸
政
実
が
駆
け
抜
け
る
！

Chapter

01

Chapter

02

来
て
・
見
て
・
ふ
れ
て
！

北
三
陸

普代村
野田村
久慈市
洋野町

二戸市

一戸町
九戸村

軽米町

北 い わ て の 魅 力 を 伝 え る 広 報 誌

2014

山
・
川
・
ゆ
た
か

カ
シ
オ
ペ
ア

体
験
交
流
く
ら
ぶ

Chapter

03

Chapter

05

希
望
郷
い
わ
て

国
体
・
大
会
を

成
功
さ
せ
よ
う

岩
手
の
鶏
肉
産
地
・

北
い
わ
て
で

「
と
り
合
戦
」開
催

Chapter

04

［ 1 ］
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津軽・松前方面の軍勢

八戸市

青森市

三戸城 九戸城

伊達政宗 九戸政実
最期の地

久慈政則
（政実の弟）

野田氏
（南部信直重臣）

中野氏
（政実の弟）

楢山氏

八戸政栄
南部信直

毛馬内氏
北信愛

七戸家国津軽為信

秋田実季

九戸
政実

弘前市

秋田市

三迫

宮古市
盛岡市

奥州街道

出
羽
・
秋
田
方
面
の
軍
勢

豊
臣
軍

九戸政実勢力
周辺諸国の勢力
南部信直支援者
南部信直の領地

天正19年（1591）
九戸城を攻める勢力
南部領推定境界線

24
６

５

264

340

395

４

二戸

折爪岳
▲

一戸

二戸市
九戸村

軽米町

一戸町

斗米

九戸城跡

二戸市シビックセンター

二戸市歴史民俗資料館

二戸市埋蔵文化財センター

浪打峠
旧奥州街道

一戸城跡

九戸政実の首塚

長興寺

九戸神社

東
北
新
幹
線

Ｉ
Ｇ
Ｒ

い
わ
て
銀
河
鉄
道

八戸自
動車道

折爪SA

一戸IC

九戸IC

北
い
わ
て
は

武
士（
も
の
の
ふ
）の
舞
台
。

九く
の
へ戸
政ま

さ
ざ
ね実
が
駆
け
抜
け
る
！

九
戸
政
実
は
戦
国
時
代
の
後
半
、
現
在
の
北

い
わ
て
を
舞
台
に
活
躍
し
た
武
将
で
す
。
地
方

の
事
情
を
無
視
し
た
豊
臣
秀
吉
の
理
不
尽
な
奥

州
平
定
に
抵
抗
す
る
東
北
の
豪
族
を
率
い
て
天

下
の
軍
勢
６
万
５
千
に
立
ち
向
か
い
ま
し
た
。

伊
達
政
宗
も
「
奥
州
一
の
武
将
」
と
政
実
の
武

勇
を
称
賛
、
南
部
信
直
の
支
配
下
か
ら
独
立
を

目
指
す
よ
う
励
ま
し
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
政
実

の
居
城
・
九
戸
城
に
こ
も
る
兵
は
わ
ず
か
５
千

余
。
難
攻
不
落
の
堅
城
は
天
下
の
軍
勢
を
寄
せ

付
け
ず
、
信
念
と
誇
り
を
貫
い
た
九
戸
政
実
の

名
は
歴
戦
の
武
将
た
ち
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

北
い
わ
て
に
は
今
も
九
戸
政
実
ゆ
か
り
の
史

跡
が
数
多
く
残
り
ま
す
。
九
戸
城
跡
（
二
戸

市
）
に
は
自
然
地
形
を
利
用
し
た
深
い
空
堀
が

残
り
、
弾
丸
や
刀
剣
な
ど
戦
い
の
凄
ま
じ
さ
を

物
語
る
遺
品
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
政
実
の
故

郷
と
い
わ
れ
る
九
戸
村
に
は
政
実
の
首
塚
や
九

戸
神
社
が
あ
り
、
菩
提
寺
・
長
興
寺
境
内
の
公

孫
樹
（
い
ち
ょ
う
の
木
）
が
歴
史
の
古
さ
を
物

語
り
ま
す
。
一
戸
町
に
は
豊
臣
軍
が
攻
め
込
ん

だ
古
道
（
旧
奥
州
街
道
）
が
残
り
、
激
し
い
前

哨
戦
で
落
城
す
る
一
戸
城
跡
が
ひ
っ
そ
り
と
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
九
戸
一
族
の
勢
力
は
岩
手
県
沿
岸
北

部
に
も
及
ん
で
お
り
、
政
実
は
弟
の
政
則
を
大

川
目
に
あ
る
久
慈
城
主
・
久
慈
直
治
の
養
子
と

し
て
入
嗣
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
城
跡
は
今
も
山

林
の
な
か
に
残
り
、
草
木
が
枯
れ
た
初
冬
に
訪

れ
れ
ば
、
空
堀
や
主
郭
の
遺
構
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

桜が彩る九戸城本丸（二戸市）
1591年「九戸合戦」の舞台九戸城は、豊臣方の蒲生氏郷の手で改築され南部氏の居城「福岡城」になる。昭和19年、りんご狩りにこの城跡を
訪れた詩人の土井晩翠は九戸城の悲劇を聞き、自ら筆をとり「荒城の月」の書を残し帰りました。

ひっそり山里に残る久慈城跡（久慈市）
久慈城は、久慈川沿いに開けた平野を一望する山を利用して構築された戦国期の平山城で、現在は帯郭、堀、
馬場跡などが残っている。久慈城最後の城主・久慈備前守直治は、九戸合戦において政実とともに戦った。

九戸家代々の菩提寺。境内の公孫樹（いちょう）は、政実
が出陣の際に植えたものとも伝えられています。

概念図作成　
©神山　仁
（日本城郭史学会）長興寺（九戸村）

Chapter

01

信
念
と
誇
り
を
貫
い
た
英
雄
・
九
戸
政
実

南
部
家
の
分
家
、九
戸
一
族
に
生
ま
れ
た
九
戸
政
実
。

駿
馬
を
駆
っ
て
勇
猛
果
敢
に
戦
う
武
将
と
し
て
、

南
部
家
で
一
、二
を
争
う
実
力
者
に
な
っ
た
政
実
で
す
が
、

そ
れ
ゆ
え
に
、豊
臣
秀
吉
の
天
下
統
一
に
抗
う
東
北
の
豪
族
た
ち
と
と
も
に
、

秀
吉
の
大
軍
に
挑
む
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

九戸政実を
めぐる勢力図

北三陸沿岸部も政実の勢力圏　政実は勢力圏を拡大。
小説『冬を待つ城』（安部龍太郎著『小説新潮』連載）で
は久慈城主・直治、政則（政実弟）の活躍が描かれる。

史跡
MAP

政実のふるさと

平成26年10月1日発行
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九
戸
政
実
市
民
文
士
劇
『
天
を
衝
く
』（
原
作
・

高
橋
克
彦
、
脚
本
・
道
又
力
、
演
出
・
坂
田
裕
一
）

に
は
公
募
で
集
ま
っ
た
50
名
を
越
え
る
一
般
市

民
の
出
演
者
を
は
じ
め
原
作
者
の
高
橋
克
彦
さ

ん
や
井
沢
元
彦
さ
ん
（
作
家
）、
北
上
秋
彦
さ
ん

（
作
家
）、
神
山
浩
樹
さ
ん
（
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）、

藤
原
淳
さ
ん
（
二
戸
市
長
）、
五
枚
橋
久
夫
さ
ん

（
九
戸
村
長
）、
五
日
市
王
さ
ん
（
岩
手
県
議
会

議
員
）、
工
藤
大
輔
さ
ん
（
岩
手
県
議
会
議
員
）

が
特
別
出
演
し
ま
す
。

お
盆
明
け
の
こ
の
日
、
久
し
ぶ
り
に
行
わ
れ

た
稽
古
は
真
剣
そ
の
も
の
。
学
校
や
仕
事
を
終

え
た
市
民
出
演
者
が
顔
を
揃
え
た
の
は
午
後
７

時
過
ぎ
、
お
よ
そ
２
時
間
の
間
、
演
出
家
坂
田

裕
一
さ
ん
指
導
の
も
と
セ
リ
フ
や
立
ち
居
振
る

舞
い
の
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
１
幕
第
１
場
で
演
じ
ら
れ
る
場
面
は
、
永

禄
10
年
（
１
５
６
７
）
秋
、
三
戸
城
大
広
間
を

舞
台
に
し
た
南
部
晴
政
や
重
臣
列
座
の
軍
議
評

定
。
九
戸
政
実
の
大
胆
不
敵
な
態
度
を
描
く
こ

の
シ
ー
ン
で
は
、
九
戸
政
実
役
の
古
舘
聖
人
さ

ん
が
セ
リ
フ
の
一
言
一
句
を
確
か
め
な
が
ら
所

作
を
確
認
、
演
出
者
の
厳
し
い
指
摘
を
受
け
な

が
ら
、
同
じ
場
面
を
演
じ
る
他
の
出
演
者
と
の

間ま

を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
小
学
生
や

中
学
生
出
演
者
も
懸
命
の
演
技
。
政
実
の
長
男
・

亀
千
代
役
の
三
浦
怜
納
さ
ん
は
後
半
の
第
２
幕

第
５
場
に
登
場
し
、
健
気
な
少
年
武
士
の
役
を

好
演
、
演
出
家
の
坂
田
さ
ん
が
思
わ
ず
う
な
る

ほ
ど
の
熱
演
で
し
た
。
な
か
に
は
一
人
二
役
、

三
役
と
い
う
出
演
者
も
お
り
、
台
詞
を
覚
え
る

の
が
た
い
へ
ん
な
様
子
。
そ
れ
で
も
全
員
が
こ

の
物
語
が
大
好
き
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
九
戸
政
実
と
い
う
武
将
の
、
芯
が
曲
が
ら
な
い
、
し
っ
か
り
と

し
た
生
き
ざ
ま
に
共
感
を
覚
え
ま
す
。
原
作
本
を
繰
り
返
し
読
み

な
が
ら
、
私
も
会
社
を
営
む
者
の
一
人
と
し
て
、
政
実
に
学
ぶ
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
観
客
が
百
人
い
れ
ば
百
人
の
政
実
像

が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
自
ら
の
政
実
像
を
創
り
上
げ
る
楽
し

さ
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。（
談
）

　
九
戸
党
の
強
さ
の
秘
訣
は
政
実
を
支
え
る
結
束
の
強
さ
。
ぶ
れ

る
こ
と
の
な
い
気
持
ち
が
「
か
っ
こ
い
い
」
と
思
い
ま
す
。
リ
ー

ダ
ー
政
実
の
魅
力
は
、
良
く
も
悪
く
も
真
っ
直
ぐ
な
と
こ
ろ
。
役

柄
を
通
じ
て
政
実
が
抱
く
思
い
を
助
け
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す

が
、
演
出
助
手
と
し
て
は
演
出
家
・
坂
田
さ
ん
の
思
い
が
役
者
に

伝
わ
る
よ
う
助
け
た
い
で
す
ね
。（
談
）

　
私
も
「
現
代
の
九
戸
政
実
ク
ン
」
の
一
人
で
す
。
市
民
文
士
劇

や
趣
味
の
音
楽
活
動
を
通
じ
て
地
域
活
性
の
役
に
立
ち
た
い
で

す
。
政
実
は
秀
吉
や
政
宗
の
よ
う
な
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
に
な
る
必
要

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
東
北
地
方
の
人
た
ち
に
、「
九
戸
政
実
と

い
え
ば
二
戸
市
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ

だ
け
で
嬉
し
く
、
誇
ら
し
い
で
す
ね
。（
談
）

岩
手
県
出
身
で
直
木
賞
作
家
の
高
橋
克
彦
氏
が
九
戸
政
実
の
生
涯
を
描
い
た

小
説
『
天
を
衝
く
』
を
原
作
と
す
る
市
民
文
士
劇
が
初
公
演
。

10
月
12
日
の
公
演
に
向
け
、
１
ケ
月
あ
ま
り
と
迫
っ
た
８
月
下
旬
の
そ
の
夜
、

迫
真
の
稽
古
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

政
実
の
足
跡

「
理
不
尽
」
に
抗
い
、
天
下
人
と
戦
っ
た

ダミー

舞台の模型を前に役者の立ち位置を説明する演出家、坂田裕一さん。
出演者の皆さんは真剣そのもの。

合戦シーンの殺陣（たて）を確かめ合う出演者たち。

九
戸
政
実
市
民
文
士
劇
初
公
演
！

北
い
わ
て
を
市
民
が
熱
く
す
る
。

「自分たちも合戦に参加させてください…」亀千
代の直訴を受けた政実は諭すように言う。

舞台前半の名場面！幼い南部晴継が何者かに暗殺
された。九戸政実は怒りの形相。

九戸城に立てこもる政実のもとを南部信直が密か
に訪ねた。意外な展開にやがて二人は…。

一
途
な
男
の
人
生
に
感
激

結
束
の
強
さ
に
ひ
か
れ
ま
す

地
域
が
誇
り
と
感
じ
る
よ
う
に 九戸政実を演じる

古舘聖人さん
九戸政実の腹心 原田を演じる

山井真帆さん
九戸政実の弟 実親を演じる

佐藤貴之さん

　
　

年

政
実
関
連
記
事 

／ 

時
代
背
景
、
周
囲
の
様
子

１
５
３
６
天
文
５
政
実
生
誕
（
諸
説
あ
り
）

１
５
６
５
永
禄
８
南
部
氏
24
代
晴
政
［
は
る
ま
さ
］
に
男
子
な

く
、
従
兄
弟
の
子
・
信
直
［
の
ぶ
な
お
］
が
田

子
か
ら
婿
養
子
（
後
継
者
）
に
。

１
５
７
０
元
亀
１
晴
政
に
男
子
（
後
の
晴
継
）
誕
生
し
、
信
直
は

後
継
者
か
ら
は
ず
れ
る
。

１
５
７
３
天
正
１
晴
政
次
女
が
政
実
の
弟
・
実
親
［
さ
ね
ち
か
］

に
嫁
ぐ
。

１
５
７
６
天
正
４
晴
政
の
長
女
だ
っ
た
妻
が
死
亡
し
、
信
直
は
三

戸
城
か
ら
田
子
城
に
戻
る
。

１
５
８
２
天
正
10

晴
政
没
。
13
歳
の
晴
継
［
は
る
つ
ぐ
］
が
25
代

目
を
継
ぐ
が
、
晴
政
の
葬
儀
の
帰
り
に
暗
殺
さ

れ
る
。

26
代
選
任
会
議
。
候
補
は
晴
政
の
娘
婿
・
九
戸

実
親
、
八
戸
政
栄
、
田
子
信
直
ら
。
実
親
が
優

勢
だ
っ
た
が
、
北
信
愛
の
策
略
で
信
直
に
決

定
。
政
実
、
不
満
を
抱
く
。

１
５
８
７
天
正
15
信
直
、
南
部
馬
や
鷹
を
土
産
に
、
加
賀
の
前
田

利
家
に
北
信
愛
を
派
遣
。
豊
臣
秀
吉
に
服
従
を

表
明
。

１
５
９
０
天
正
18

７
月
27
日
、
信
直
、
秀
吉
か
ら
所
領
安
堵
の
朱

印
状
を
受
け
る
。

秀
吉
の
奥
羽
平
定
に
反
発
し
た
大
名
が
東
北
各

地
で
反
乱
。
秀
吉
は
次
々
と
鎮
め
服
従
し
た
大

名
を
救
う
。

１
月
、
政
実
は
南
部
家
へ
の
正
月
参
賀
を
ボ
イ

コ
ッ
ト
し
「
九
戸
合
戦
」
開
始
。
金
田
一
城
、

苫
米
地
舘
、
伝
法
寺
舘
、
一
戸
城
な
ど
次
々
と

攻
め
ら
れ
苦
戦
す
る
信
直
軍
、
強
い
政
実
に
味

方
が
増
え
る
。

信
直
の
要
請
を
受
け
、
６
月
20
日
秀
吉
は
政
実

討
伐
と
奥
羽
の
反
乱
平
定
の
命
を
出
し
援
軍
派

遣
。
羽
柴
秀
次
、
蒲
生
氏
郷
、
浅
野
長
吉
、
堀

尾
吉
晴
、
井
伊
直
政
な
ど
そ
う
そ
う
た
る
武
将

が
８
月
中
旬
沼
宮
内
に
集
結
。
周
辺
諸
国
の
城

主
ら
も
参
加
し
九
戸
攻
城
軍
は
６
万
５
千
に
。

９
月
２
日
朝
、
開
戦
。
５
千
余
の
政
実
軍
は

数
々
の
策
略
で
豊
臣
軍
に
大
打
撃
を
与
え
る
。

１
５
９
１
天
正
19

政
実
軍
に
手
を
焼
い
た
豊
臣
軍
は
、
９
月
３

日
、
偽
り
の
和
議
申
し
入
れ
作
戦
を
考
案
。
長

興
寺
の
薩
天
和
尚
も
だ
ま
し
て
仲
介
役
と
し
て

政
実
ら
の
説
得
に
当
た
ら
せ
る
。

周
囲
が
「
罠
だ
」
と
反
対
す
る
な
か
、
九
戸
家

安
泰
と
周
辺
の
住
民
や
百
姓
た
ち
の
平
和
な
暮

ら
し
を
願
い
降
伏
を
決
定
。
４
日
討
伐
軍
の
迎

え
に
、
政
実
が
武
器
も
持
た
ず
に
城
を
出
た
と

こ
ろ
を
監
禁
。
主
が
捕
わ
れ
た
城
は
そ
の
日
の

う
ち
に
焼
き
つ
く
さ
れ
、
５
千
の
城
兵
は
「
な

で
斬
り
」
さ
れ
た
。

秀
次
が
待
ち
構
え
る
三
迫
（
現
・
宮
城
県
）
に

政
実
到
着
、
政
実
は
９
月
20
日
に
首
を
は
ね

ら
れ
て
秀
吉
の
日
本
平
定
が
成
立
。
「
九
戸

合
戦
」
は
秀
吉
天
下
統
一
の
最
後
の
戦
と
な
っ

た
。 

監
修　

神
山　

仁
（
日
本
城
郭
史
学
会
）

［ 3 ］



来
て・見
て・ふ
れ
て！

北
三
陸

　
東
日
本
大
震
災
津
波
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
北
三
陸
。国
内
外
の
皆
様
か
ら
の
あ
た
た
か
い

御
支
援
を
受
け
て
、住
宅
の
再
建
や
防
潮
堤
の
整
備
な
ど
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。震
災
か

ら
の
復
興
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
は
、「
な
り
わ
い
の
再
生
」を
さ
ら
に
進
め
、地
域
経
済
を
活
発
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、私
た
ち
の
地
域
に
あ
る
様
々
な
地
域
資
源
＝
宝
を

磨
き
上
げ
て
、国
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
々
に
北
三
陸
に
来
て
い
た
だ
き
、お
も
て
な
し
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
観
光
の
振
興
を
図
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、北
三
陸
に「
来
て
、見
て
、ふ
れ
て
」も
ら
い
、交
流
人
口
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ

て
、観
光
の
力
で
復
興
を
目
指
す
北
三
陸
地
域
の
取
組
と
し
て
、長
い
時
間
に
わ
た
っ
て
自
然
が
つ

く
り
あ
げ
て
き
た
財
産
と
も
い
う
べ
き「
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
」と
、地
域
ぐ
る
み
で
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
り
お
客
様
を
も
て
な
す
取
組「
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
い
わ
て
」を
紹
介
し
ま
す
。

観
光
の
力
で
北
三
陸
の
復
興
を

　「
ジ
オ
」
は
地
球
、
大
地
、
地
質
な
ど
の
意
味

を
持
つ
ギ
リ
シ
ャ
語
に
由
来
す
る
言
葉
で
、「
ジ
オ

パ
ー
ク
」
は
地
球
科
学
的
に
見
て
重
要
な
、
あ
る

い
は
素
晴
ら
し
い
景
観
を
持
つ
自
然
公
園
の一種
で
、

ユ
ネ
ス
コ
の
支
援
を
受
け
た
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
推
進
す
る
世
界
的
な
取
組
で
す
。

　
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
平
成
25
年
9
月
に
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
に
認
定
さ
れ
た
、
青
森・岩
手・

宮
城
の
3
県
16
市
町
村
か
ら
な
る
、
日
本
最
大
の

ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。
三
陸
の
大
地
は
地
球
史
を
語

る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
お
よ
そ
5
億
年

前
ま
で
連
続
的
に
遡
れ
る
大
地
の
記
憶
が
眠
る
場

所
で
す
。
さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
津
波
を
は
じ

め
、
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
震
災
の
記
憶
を
後
世
に

伝
え
学
ぶ
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ジ
オ
サ
イ
ト
、
ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
と
は
、一
言
で
い

え
ば
、
ジ
オ
パ
ー
ク
内
部
の
「
見
ど
こ
ろ
」
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
内
に
は
、
景
勝

地
や
、
自
然
と
文
化
の
つ
な
が
り
を
持
つ
場
所
、

東
日
本
大
震
災
津
波
の
被
害
の
大
き
さ
を
物
語
る

場
所
な
ど
、
48
か
所
が
ジ
オ
サ
イ
ト
と
し
て
選
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
陸
地
域
で
は
、
昔
か
ら
地
震
・
津
波
が
繰
り

返
し
発
生
し
て
き
ま
し
た
。
津
波
被
害
を
伝
え
る

石
碑
や
人
々
の
生
活
に
防
災
文
化
が
根
づ
き
、
東

日
本
大
震
災
津
波
を
直
接
的
に
伝
え
る
い
く
つ
か

の
震
災
遺
構
の
保
存
も
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

震
災
と
そ
こ
か
ら
の
復
興
の
経
験
を
伝
え
る
語
り

部
ガ
イ
ド
の
活
動
も
各
地
で
活
発
に
なって
き
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
震
災
学
習
に
よ
る

教
育
・
研
修
旅
行
の
誘
致
を
中
心
と
し
た
誘
客
の

拡
大
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
お
り
、
情
報
発
信
の

強
化
な
ど
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
／
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会　

T
E
L 
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三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
？

　　　 種市海浜公園/　　　   ウニ増殖溝（洋野町）
およそ 8,500 万年前に形成された「種市層」と呼ばれる岩盤に人工的な溝を掘り、
ウニやアワビを放出し育成しています。
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熊の鼻
展望台

茂師海岸

龍泉洞

龍泉新洞科学館

ハイペ・コイコロベ

十府ヶ浦

黒崎

種市海浜公園

大野海成段丘

小袖海岸

普代水門

久慈琥珀久慈琥珀

久慈渓流

野田玉川鉱山跡

内間木洞

洋野町

久慈市

野田村

普代村

軽米町

二戸市

一戸町

九戸村

三陸ジオパーク
（ジオサイト）

MAP

　　　 黒崎（普代村）
海岸沿いを散策しながら景観を観ることができるアンモ浦は、
200m の高さの断崖。アンモ浦の滝は、落差 150m の岩手最長の
滝です。

Chapter

02

平成26年10月1日発行

ジオサイト

ジオサイト ジオポイント

　　　 野田玉川鉱山跡（野田村）
野田玉川鉱山は観光坑道として整備され、マリンローズパーク野田玉川と
して公開されています。現在は、バラ輝石を宝飾品の加工・販売用に採掘
しています。

このMAPには県北広域振
興局管内にあるジオサイト
のみ掲載しています。

ジオサイト

　　　 小袖海岸（久慈市）
小袖海岸の岩礁や海岸洞穴は白亜紀のマグマが固まりそれが太平洋の荒
波で侵食されて形成されました。この地形はウニやアワビなどを育み、そ
れらを採取する「北限の海女」は朝の連続テレビ小説のモデルにもなりま
した。

KITA
SANRIKU

ジオサイト
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今
や
各
地
で
盛
ん
に
実
施
さ
れ
て

い
る
、
地
域
の
文
化
や
産
業
に
ふ
れ

る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
そ
の
関
係
者

ら
が
集
ま
っ
て
体
験
型
観
光
を
考
え

る
「
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
こ
の
秋
、
北
い
わ
て
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
毎
年
、
場
所

を
変
え
て
全
国
規
模
で
行
わ
れ
て
き

た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
、
今
年
の
岩
手
開

催
は
東
北
初
と
な
り
ま
す
。

　
開
催
目
的
は
、
お
も
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
代
理
店
、
各
地
域
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
民
泊
受
け
入

れ
者
の
資
質
向
上
で
す
が
、
事
務

局
を
務
め
る
久
慈
市
産
業
振
興
部

交
流
促
進
課
で
は
「
新
た
に
携
わ
る

人
材
」
の
育
成
も
視
野
に
入
れ
て
お

り
、「
こ
れ
か
ら
やって
み
た
い
」「
興

味
が
あ
る
」
と
い
う
人
の
参
加
も
歓

迎
。
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
や
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
を
や
って
み
た
い
と
い
う

人
、
ま
た
体
験
型
観
光
と
は
ど
う
い

う
も
の
か
知
り
た
い
人
に
も
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
ほ
し
い
と
い
い
ま
す
。

　
身
近
に
あ
る
も
の
ほ
ど
、
そ
の
価

値
や
魅
力
に
な
か
な
か
気
づ
か
な
い

も
の
で
す
。「
全
国
ほ
ん
も
の
体
験

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
い
わ
て
」
を
き
っ
か
け

に
、
あ
ら
た
め
て
地
元
の
宝
物
に
目

を
向
け
、
北
い
わ
て
の
魅
力
を一
緒

に
体
験・発
信
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

体
験
型
観
光
で
お
も
て
な
し

目
の
前
に
あ
る
も
の
が「
宝
物
」

あの北三陸を満喫！
「じぇじぇじぇ」の体験
「あまちゃん」でおなじみ、全国唯一の琥珀採掘

やまめぶ作りを楽しむ、久慈市ならではのツアー
です。〈まめぶ作り体験〉

ミルクとワインとクリーン
エネルギーを巡るエコツアー
ここは日本有数の酪農の町。山村の魅力をお楽し
みください。〈酪農体験〉

サッパ船で刺し網体験、１日漁師！〈漁師体験〉

※このコーナーの写真は体験プログラムのイメージ写真です。

漁師の暮らし体験ツアー
おら、漁師になりてえ！思わずそう叫びたくなる
漁師の日常、食、仕事を体験。郷土芸能も鑑賞
します。〈鮭漁〉

久慈市

葛巻町

普代村

木工体験＆
人的被害ゼロの防災学習
洋野産木材で世界にひとつだけの「木のぬくもり
箸」が作れます。大津波をくい止めた防潮堤も
見学します。〈箸づくり体験〉

被災地復興・
のだ塩ベコの道ガイドツアー
塩を内陸に運んだベコの道を歩き、北三陸最大
の被災地復興の様子を特産品の再出発を通して
お伝えします。〈「塩の道」を歩く〉

番屋エコツーリズム＆大津波語り部
雄大な北山崎を海から望むサッパ船アドベン
チャーズを楽しみ、津波伝承から三陸の生き様
を学びます。〈サッパ船アドベンチャーズ〉

洋野町

野田村

田野畑村

こんなにある体験プログラム

全国ほんもの体験
フォーラムinいわて

第11回

■体験プログラム  10月24日（金）午後・25日（土）午前

■全体フォーラム  10月25日（土）

久慈市・洋野町・葛巻町・野田村・普代村・田野畑村

第１部～第３部　久慈市文化会館アンバーホール
第４部　ロイヤルパークカワサキ
12：30～
12：50～
13：50～

開会式
第１部  事例発表
第２部  記念講演

「命を感じる暮らし」
講師／高木美保さん［タレント］

15：05～

16：55～
17：30～

第３部
公開パネルディスカッション
閉会
第４部
情報交換会（会場が移動します）

開催案内

開催地・会場

スケジュール

会場

開催地

第１分科会 久慈市　久慈市文化会館アンバーホール
第２分科会 洋野町　洋野町民文化会館
第３分科会 葛巻町　ふれあい宿舎グリーンテージ
第４分科会 野田村　野田村生涯学習センター多目的ホール
第５分科会 普代村　国民宿舎くろさき荘
第６分科会 田野畑村　しおさい交流センター

■課題別研究分科会  10月26日（日） 9：00～12：00

詳しくは、三陸鉄道株式会社　三陸ツーリスト本社営業所までお問い合わせください。

〒 027-0076　岩手県宮古市栄町４番地
TEL：0193-62-8900  FAX：0193-63-2611  info@sanrikutetsudou.com

お問い合わせ

久慈市
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★参加者募集チラシなどの情報は、当センターのＨＰをチェック！
http://www.pref.iwate.jp/kenpoku/nino_chiiki/026556.html（または、「二戸地域振興センター」、「山川ゆたかカシオペア」で検索）

企画 県北広域振興局  経営企画部  二戸地域振興センター（交流連携グループ）☎ 0195-23-9201

楽しいことは続く。
作って喜んでいただくことが次につながる。

　
人
と
の
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
は
と
て
も
魅
力
的

な
も
の
。
旅
行
の一
番
の
思
い
出
が
た
ま
た
ま
現

地
で
出
会
っ
た
人
…
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
し
て
、一
芸
に
秀
で
た
地

元
の
達
人
で
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と
。

　
そ
こ
で
、
二
戸
地
域
な
ら
で
は
の
「
自
然
・
生

活
風
土
」（
＝
山
・
川
）
や「
ひ
と
・
歴
史
文
化
」

（
＝
ゆ
た
か
）
な
ど
の
資
源
を
活
か
し
た
体
験

を
通
し
て
、
指
南
役
の
お
も
て
な
し
課
長
と
参

加
者
が
ふ
れ
あ
う「
山
・
川
・
ゆ
た
か
カ
シ
オ
ペ
ア

体
験
交
流
く
ら
ぶ
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
楽
し

い
時
間
を
共
有
し
、「
ま
た
行
き
た
い
」
と
の
想

い
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
11
月
ご
ろ
ま
で
に
小
学
生
親
子
を

対
象
に
20
回
程
度
を
予
定
。
来
年
度
以
降
も
継

続
し
、
内
容
も
ど
ん
ど
ん
充
実
・
拡
大
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

第13回
立体農場
体験くらぶ

　

地
域
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
む
「
カ
シ
オ
ペア

連
邦
局
お
も
て
な
し
課
長
」に
よ
る
「
山
・

川
・ゆ
た
か
カ
シ
オ
ペア
体
験
交
流
く
ら
ぶ
」

が
今
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
地
域
資

源
の
体
験
を
通
し
た
お
も
て
な
し
で
、
二

戸
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

鳥越竹細工製品製作者

柴田  恵課長 (一戸町駐在 )

地元の竹細工で使うすず竹は、御
所野で出土する縄文土器にも使わ
れていました。昔から身近な材料
で道具を作ってきたんですね。今
回は、そのすず竹で「ザルメ」の
体験です。作ったものを家で使って
ほしいので、多目的に使えるデザイ
ンにしました。教えるときは、どう
やったら次につなげていけるかを考
えます。竹細工は材料から作りま
すが全部やると苦痛なだけ。形を
決める難しい底の部分まではこちら
で整えて、その先を完成させて「今度はこういうものを作ってみたい」
とつなげてほしいです。今回の参加者の子どもたちは、自分自身でとっ
てもしっかり編んでます。親御さんがいるので難しい仕上げの縁もつ
けたので、丈夫なものになります。完成品を家で使い込んで、修理し
て長く使える竹細工の良さを知ってもらいたいですね。

「カシオペア連邦局おもてなし課長」と
一緒に“つくる”体験交流プログラム

Chapter

03

小井田重雄課長
（九戸村駐在）

第12回
戸田かぼちゃまつり
体験くらぶ
村田勝義課長

（九戸村駐在）

10/13
（月・祝）

「カシオペア連邦」は、旧浄法寺町（現二戸市）、一戸町、二戸市、九戸村、軽米町を結ぶと星座・カシ
オペア座に似ていることから付けられた愛称です。平成25年、連邦 PRのために「カシオペア連邦局おも
てなし課」を発足し、地元で活躍する13名を「おもてなし課長」に任命。課長代理も募集中です。

カシオペア連邦局
おもてなし課とは…

第3 回  金田一のブルーベリー
摘み取りと料理体験くらぶ
大建ももこ課長（二戸市駐在）

第5回 夏はさっぱり
ベトナム料理体験くらぶ
中村富美子課長（九戸村駐在）

第1回 奥中山高原の
旬のレタス収穫体験くらぶ
愛木拓五郎課長（一戸町駐在）

第2 回“南部美人ジャム”
作り体験くらぶ
冨着いちこ課長（二戸市駐在）

6 組15名の親子が参加した 8月8日の「山・
川・ゆたかカシオペア体験交流くらぶ」。地
元のすず竹を使った竹細工に挑戦しました。
前日に、紙で編んで練習したという熱心な
参加者もいて、先生もびっくりするほど器
用に編みあげて完成させていました。

第4 回 軽米町の
雑穀料理体験くらぶ
関向玲子・高橋妙子・
中道ハルエ課長（軽米町駐在）

第6回 二戸で
そば打ち体験くらぶ
米田カヨ課長（二戸市駐在）

元
気
に
楽
し
く

開
催
し
て
い
ま
す
！

たのしいプログラムが、この後もぞくぞく登場！
お た のしみ に！！

第 9 回 メッチャてんこもり
“岩誦坊汁”体験くらぶ
田口由太郎課長（二戸市駐在）

第10回 フラワーアレンジメント体験くらぶ
馬場淳課長代理（二戸市駐在）

第11回 一戸の奥州街道体験くらぶ
愛木稔課長（一戸町駐在）

10/5
（日）

第8回 浄法寺漆体験くらぶ
松沢卓生課長代理（二戸市時々駐在）

縄文時代から続く編みの文化！
　　   一戸の竹細工体験くらぶ

おもてなし課長インタビュー
第7回

好
奇
心
を

子
ど
も
達
の

大
切
に
し
た
い
！

など
  など
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岩
手
県
は
、
生
産
量
全
国
３
位
、
東
北
で
は

断
ト
ツ
１
位
の
鶏
肉
生
産
県
。
な
か
で
も
北
い
わ

て
は
九
戸
村
、
洋
野
町
、
二
戸
市
、
軽
米
町
、

久
慈
市
、一
戸
町
が
県
内
生
産
量
ト
ッ
プ
10
に

入
っ
て
い
ま
す（
平
成
25
年
デ
ー
タ
）。

　
今
回
の
イ
ベン
ト
は
、
鶏
肉
一
大
産
地
の
北
い

わ
て
か
ら
鶏
肉
の
魅
力
を
発
信
し
、
基
幹
産
業
で

あ
る
食
産
業
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
二
戸
地
域
を
中

心
に
食
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
団
体
、
飲
食
店
ほ

か
計
28
店
が
そ
れ
ぞ
れ
自
慢
の
味
を
提
供
。「
二

戸
ぶっ
と
べつ
く
ね
串
」
や
「
カ
シ
オ
ペア
五
つ
星

カ
レ
ー
」
な
ど
地
元
食
材
を
活
用
し
た
料
理
や
、

人
気
飲
食
店
も
多
数
登
場
し
、
西
の
王
者
、
鹿

児
島
、
宮
崎
か
ら
の
参
戦
組
と
熱
い「
合
戦
」
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
岩
手
県
チ
キ
ン
協
同
組
合
ブ
ー
ス
で

は
共
同
出
展
し
た
生
産
企
業
が
熱
心
に
Ｐ
Ｒ
を

展
開
、
各
社
社
長
さ
ん
た
ち
自
ら
鶏
肉
の
栄
養

成
分
、
生
産
に
関
す
る
情
報
や
商
品
紹
介
の
チ

ラ
シ
、
イ
ベン
ト
グ
ッ
ズ
な
ど
を
配
布
し
て
い
ま
し

た
。
株
式
会
社
十
文
字
チ
キ
ン
カ
ン
パニ
ー
・
十

文
字
保
雄
社
長
は「
日
本
の
人
口
が
減
って
い
る
な

か
で
鶏
肉
消
費
量
は
じ
わ
じ
わ
増
え
て
お
り
、
栄

養
成
分
や
身
体
への
影
響
な
ど
鶏
肉
の
よ
さ
が
わ

か
って
も
ら
え
れ
ば
も
っ
と
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

緩
や
か
な
安
定
し
た
伸
び
を
続
け
て
、
い
つ
か
九

州
を
追
い
越
し
て
岩
手
が
日
本
一
に
な
り
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
、
生
産
者
た
ち
は
北
い
わ
て

で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
「
合
戦
」
に
手
ご
た
え
を

感
じ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

にぎわいを見せる炭火焼・唐揚げゾーン。

全国
6億

5,400万羽

県内の生産の
多い市町村（平成25年）

全国と岩手県の生産量（平成25年） 県内市町村の生産量（平成25年）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.

13.

九戸村
洋野町
一関市
二戸市
軽米町
久慈市
八幡平市
一戸町
住田町
盛岡市

野田村

その他
21,756万羽
（33.3％）

鹿児島
12,966万羽
（19.8％）

宮崎
12,386万羽
（18.9％）

　　　岩手
10,861万羽（16.6％）青森3,985万羽（6.1％）

北海道
3,446万羽
（5.3％）

平成25年出荷羽数・農水省食鳥流通統計（肉用若鳥：万羽・％）

1,843万羽
1,375万羽
1,284万羽
1,261万羽
906万羽
778万羽
684万羽
616万羽
593万羽
371万羽

134万羽
（岩手県チキン協同組合調べ）

………

九戸村
1,843万羽
（17.0％）

洋野町
1,375万羽
（12.7％）

二戸市
1,261万羽
（11.6％）

軽米町
906万羽（8.3％）

久慈市778万羽（7.2％）

一戸町
616万羽（5.7％）

野田村
134万羽
（1.2％）

その他の市町村
3,948万羽
（36.3％） 岩手県

1億
861万羽

岩
手
の
鶏
肉
産
地・北
い
わ
て
で

「
と
り
合
戦
」開
催

鶏
自
慢
・
味
の
競
演

Chapter
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北いわての銘柄鶏

８
月
９
、10
日「
カ
シ
オ
ペ
ア
メ
ッ
セ
・
な
に
ゃ
ー
と
」（
二
戸
市
）で

「
と
り
合
戦　

北
い
わ
て
の
陣
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
第
３
位
の
鶏
肉
生
産
量
を
誇
る
本
県
の
中
で
も
、有
数
の
産
地
が
集
ま
る
北
い
わ
て
。

鶏
肉
の
魅
力
を
発
信
す
る
県
内
初
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
注
目
が
集
ま
る
中
、

９
千
人
の
来
場
者
で
会
場
は
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ジューシーな唐揚げの美味しさに勝負も忘れる！？
いちカラドッグ早食い合戦。

岩手県を代表する鶏肉の生産地・北いわて
県全体の生産量1億羽強。そのうち6割が北いわて7市町村で生産されています。

からあげグランプ
リ®金賞受賞の2
店も出店し、おい
しそうな匂いに引
き寄せられます。

岩手のチキンも大健闘！

コケコッコー！絶
叫長さ合戦！

なかなかお目にかか
れない鶏肉のさばき
方実演ステージ

㈱阿部繁孝商店 さわやかあべどり　

㈱十文字チキンカンパニー
岩手農協チキンフーズ㈱ 菜・彩・鶏、鶏王

プライフーズ㈱ 五穀味鶏　

㈱フレッシュチキン軽米 純和鶏　

二戸地鶏（南部かしわ）
生産組合 二戸地鶏（南部かしわ）

美
味
し
さ
の
ヒ
ミ
ツ
は
血
筋
と
環
境

　
二
戸
地
域
は
、
日
本
古
来
種
の
国
指
定
天
然

記
念
物
「
岩
手
地
鶏
」
か
ら
開
発
さ
れ
た
「
二

戸
地
鶏
」
の
ふ
る
さ
と
。
旨
味
や
歯
ご
た
え
に

優
れ
る
こ
の
「
二
戸
地
鶏
」
と
、
各
生
産
者
が

工
夫
し
た
方
法
で
飼
育
さ
れ
る
「
銘
柄
鶏
」
が

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
初
日
に
ス
テ
ー
ジ
で
チ
キ
ン
料
理

を
披
露
し
て
く
れ
た
料
理
研
究
家
の
小
野
寺
惠

さ
ん
も
「
豊
か
な
自
然
の
な
か
で
育
っ
て
い
る
の

で
ク
セ
が
な
く
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
料
理
し
や
す
い
。

全
国
の
な
か
で
も
す
ば
ら
し
い
品
質
」
と
絶
賛
。

来
場
者
の
女
性
も
「
学
生
時
代
に
岩
手
を
離
れ

て
、
二
戸
の
鶏
肉
が
お
い
し
か
っ
た
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
」
と
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

料理研究家の小野寺惠さんのチキン料理。　
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普代村

野田村

久慈市

洋野町

二戸市

軽米町

九
戸
村一

戸
町

一戸町教育委員会
生涯学習課 主事

西村　美香さん

久慈市立三船十段記念館
主査 柔道指導員

森　將彦さん

なぎなたとの出会いは幼稚園の頃です。
大学を卒業し一戸町教育委員会赴任後
は、なぎなたの競技指導に取り組んでい
ます。一戸町では昔からなぎなたが盛ん
で、中学校の武道必修科目になっている
ほどです。希望郷いわて国体の準備には
競技者としての立場で運営に携わること
ができます。全国から訪れる選手のみな
さんが最高のかたちで競技に専念できる
よう、準備を進めているところです。（談）

小学生のときに柔道を始めました。現在、
当記念館の道場で稽古に励む小学生は
30 名程度。「柔道のまち・久慈市」とし
て、もっと増えてほしいところです。希望
郷いわて国体では久慈市民体育館が柔道
競技の会場となります。国体前年の平成
27 年は三船久蔵没後 50 年です。当記
念館では三船十段の「空気投げ」の映像
を始めとした貴重な資料を紹介していま
す。全国から訪れる選手、役員及び観客
の方々を温かくお迎えしたいです。（談）

なぎなたのまち、一戸町
選手が競技に集中できるおもてなしを

三船十段の「空気投げ」の映像は必見
選手を「柔道のまち」がおもてなし

希望郷いわて国体・大会「私たちのおもてなし」

開催競技種目と会場
● 軟式野球［オーシャン・ビュー・スタジアム］
● サーフィン［種市海浜公園］
● パークゴルフ［洋野町大野パークゴルフ場］

● 軟式野球
 ［久慈市営野球場 ］
● 柔道
 ［久慈市民体育館 ］

● 軟式野球
 ［ハートフル野球場］

希望郷いわて国体・希望郷いわて大会を成功させよう
 県北広域の会場で夢と感動の時間を！ 心をこめたおもてなしで全国のみなさんをお迎えしましょう

平成28年に岩手県で開催される希望郷いわて国体・希望郷いわて大会は、
東日本大震災津波からの復興に向けて、全力で取り組んでいる最中での開催となります。
全国各地から訪れる選手・役員の皆さんを「おもてなしのこころ」で歓迎することを通じ、
復旧・復興に多くの御支援をいただいている全国の皆様に、感謝の気持ちを伝えましょう。

Chapter
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平成28年1月27日（水）～31日（日）

平成28年2月20日（土）～23日（火）

平成28年10月1日（土）～11日（火）

平成28年9月4日（日）～11日（日）
平成28年10月22日（土）～24日（月）

スケート・アイスホッケー競技会

スキー競技会
水泳競技

● 希望郷いわて国体 （本体会）正式競技
● 希望郷いわて国体 （冬季大会）正式競技
● 希望郷いわて国体  デモンストレーションスポーツ
● 希望郷いわて大会  オープン競技

※平成26年10月1日現在

二戸市

洋野町

野田村

久慈市軽米町

一戸町

冬期大会 本大会

● 剣道 ［二戸市総合スポーツセンター］
● スケート  ショートトラック
 ［岩手県立県北青少年の家スケート場］

● なぎなた ［一戸町体育館］
● ターゲット・バードゴルフ
  ［奥中山高原スキー場］
● ペタンク
  ［一戸町総合運動公園］

● 軟式野球
　［ナインズ球場］

● 軟式野球 
 ［ライジング・サン・
　  スタジアム］
● ウォークラリー
 ［村内特設会場］

● 軟式野球
　 ［北緯40度運動公園野球場］

普代村九戸村

わたしたちにできる「おもてなし」

まちの「魅力」を学び、
伝えましょう

自分のまちの魅力を勉強して、
どんどんPRしましょう

あいさつ・笑顔で
交流しましょう

はずかしがらずに、こちらから
声をかけましょう

きれいなまちで
歓迎しましょう
ゴミのない、きれいなまちで

お迎えしましょう

［ 8 ］
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